
















有用であるかということについても検討加えていく。本論は以下に示す 6 部、全 13 章
からなる。 
第 1 部 序論 
第 1 章 新漢語とは 
第 2 章 新漢語の研究史概観 
第 3 章 新漢語研究における課題と本論の目的 
第 2 部 具象概念を表す新漢語研究の資料 
第 4 章 幕末・明治初期の遣外使節団員の手による西洋見聞録類 
第 5 章 西洋近代文明の導入に関わる公的記録類 
第 3 部 西洋文明利器の受容と具象概念を表す新漢語の成立 
第 6 章 新漢語「蒸気機関」の成立 
第 7 章 新漢語「電信機」の成立 
第 4 部 近代都市建設と具象概念を表す新漢語の成立 
第 8 章 新漢語「煉瓦」の成立 
第 9 章 新漢語「灯台」の成立 
第 10 章 新漢語「水道」の成立 
第 5 部 具象概念を表す新漢語の成立における西洋見聞録類資料及び 
    公的記録類資料の位置づけ 
 第 11 章 具象概念を表す新漢語の成立における西洋見聞録類資料の位置づけ 
第 12 章 具象概念を表す新漢語の成立における公的記録類資料の位置づけ 
第 6 部 結論 




第 1部 序論 





















































































































第 2部 具象概念を表す新漢語研究の資料 










          A. 耶蘇会関係の資料群 
          B. 新教宣教師の資料群 
イ．中国人の手による書物 
          C. 世界事情・地理の書物 
 6 
          D. 外国記録類 




        F. 公的記録類 
     (a)  幕府によるもの 
     (b) 明治政府によるもの 
        G. 西洋見聞録類 
        (a) 遣外使節団員のような公的渡航者の手によるもの 
       (b) 民間の密航者のような私的渡航者の手によるもの 
     H. 啓蒙学者や知識人の手による英学を中心とする翻訳類 
         (a) 対訳辞書 
      (b) 翻訳書 
         (c) 専門用語集 
     I. 文明開化の宣伝を目指す手による定期刊行物類 
 (a) 新聞 













































第 3部 西洋文明利器の受容と具象概念を表す新漢語の成立 




















年代後半には、西洋の文化を紹介する翻訳文献にも steam engine を表す「蒸気機関」の
使用が見られるようになり、「蒸気機関」の使用は幕府の海軍や遣外使節団から知識人


































第 4部 近代都市建設と具象概念を表す新漢語の成立  
第 8章 新漢語「煉瓦」の成立 



















































第 10章 新漢語「水道」の成立 
さらに、日本の近代都市の整備過程において使用されるようになった新漢語として、
明治政府の主導によって導入された、西洋近代都市の象徴としての大規模な設備である





















第 5部 具象概念を表す新漢語の成立における西洋見聞録類資料及び 
    公的記録類資料の位置づけ 































第 6部 結論 
第 13章 本論のまとめと意義 




















 また、第 3 部と第 4 部では、科学技術の近代化に伴い成り立った新漢語である「蒸気
機関」「電信機」「煉瓦」「灯台」「水道」の成立を明らかにした。この 2 部は語彙史研究
の成果だけではなく、科学史研究の成果と看做すこともできる。すなわち、本論は、単
純な語彙史研究ではなく、文献史・科学史・語彙史の 3 つの分野に亘る研究であると位
置づけられる。 
 
